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We 　calculated　interactions　of 　solar 　wind 　and 　interplanetary　shock 　waves 　caused 　by　coronal 　mass 　ejections （CMEs ）．

The　model 　of 　solar 　wind 　used 　in　ealculations 　has　slow 　and 　fast　winds ，　which 　fbrm　structures　in　interplanetary　space ，
CME −caused 　shock 　waves 　may 　experience 　rise 　 and 　fall　ofsolar 　wind 　natu エe　during　its　propagation．　Deferent　place　onto
which 　a　CME 　is　input　brings　deferent　effect 　on 　shock 　wave 　propagation．　We 　examined 　how 　CME −caused 　fluctuations

near 　the　Ear血 change 　depending　on 　solar 　wind 　sitUatiens ．

1．は じめに

　宇宙天気予報の 観 点か ら，太 陽コ ロ ナ質量 放出 （〔bronal　Mass

司e血on；CME ）に伴 う衝 撃波が地球に到 達す る こ とで 引 き起こ さ

れ る擾乱を予測するこ とは重 要で ある．そ の た め，数値 シ ミ ュ レ

ー
シ ョ ンに よっ て CME 衝墾波を再現する試みが多くなされて い

る．個別 の （ME イベ ン トを数値シ ミュ レ ーシ ョ ン に よっ て再現

する試みはなされ て い る もの の 田［2］［3］［4］，多くの イベ ン トを再

現 でき る手法の 開発 には至 っ てい ない ．

　そこで 今回は，棚 r！の イベ ン トの再現を目指すの で は なく，太

陽風 構造 と CME の 位置関係に注 目し
， 単純なモ デル を用い て，

種醗波が惑星 間空間を伝播す る 間に太 陽風構 造か ら受け る影響を

系統的に調べ た。

　　　＿−
2 ，モ ァ ル

　太 陽風 モ デル は，太 陽の 赤道付近 か ら低速風が惑星間空 間 へ 流

れ出し，高緯度で は 高速風が流れ 出るモ デル を基本 と し，こ れ を

30° お よび 60° 傾けたモ デル （30
°

モ デンレと 60°

モ デ
’
7レ）を使

用 した．基本モ デル で は、赤道面上 に低速風領域が作られ るが，
30

°

モ デル と 60°

モ デル で は、低速風領域が 太陽の 自転に伴い 回

転するため、惑星間空 間に らせ ん状の 構造を作る．

　CM 巳衝撃波は，計算領域の 内側の境界か ら速度を入力す るこ と

で作り出す，ある点を中心とする半径 45
°

の 円の 範囲内に速度を

入力する．速度は 中心 で 最も大 きく，円周に 近づ くに つ れ て 遅 く

す る［3］［41．今は，CME 衝 撃波が地球に到 達する場 合の み に興味

が あるか ら，CME の発生 位置は N15WOO に固定 した．ま た，入

力す る速度も 1445  ガs に固定 した，CME 発生時の 太陽風モ デル

の 位相を変えるこ とで，異なる状況を作 り出した （Fig，1），多層

格子 上で，これ らの モ デル の 数値流体力学計算を行なっ た．

a゚

Fig．］Slowwjndregions　of30 　deg　model （le丘p 跏 el）and60 　degm〔幻e1

　　（rightpaneりin　4　phases（lines）and 亡he　center 　ef 　eN 皿］（cr〔mss）．

3．結果

　2 っ の 太陽風 モ デル と 4 通 りの 太陽風 位相で ，合計 8 通 りの 計

算を行 なっ た．Fig，2 は，地球の 位置にお け る密度の 時間変化 を

表 して い る．8通 りの それぞれにっ い て，CME が発生 した場合に

加 えて，CME が発 生 しなか っ た場 合の 太陽風 変動 も細線で 描か れ

て い る．

Fig，2Densityvariati〔ms 　at　the　Ear出（血1es）of30 　degnlode1（le丑paneD
and 　60　deg　mOdel （tightpanel）．　Eadhm （沼el　has　fbしrpath3ms 　hl　solar 輌 nd

phase　andboth 　with （面 ckl 辻Les）andwithout （  hnes）C阻 occu 出ng ．

4 ．まとめ

　　発生位置 と噴出速度が 同
一

の CME に対 し，太 隣 地球間の

太陽風の 状況を変えて，地球に到達する衝撃波の 振る舞い を調べ

た．北半球 で 発 生 した CME に対 し，低速 度領域 が北西側 にある

場合と北東側にある場合で は，大きく異なる結果が得 られた．
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